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パナソニック電工SUNX社製デジタルセンサのしきい値、入光量/圧力値、
出力状態の確認やしきい値と入光量/圧力値のトレンドグラフ表示、
各デジタルセンサのマニュアル表示が行えます。また、GOT画面上にて

各デジタルセンサのしきい値、出力動作、タイマ、応答時間などの
各種設定やパナソニック電工SUNX社製CC-Link対応通信ユニット
（SC-GU2-C/SC-GU3-01）のEXT．キースイッチの動作モード設定が

可能です。

パナナナナナナナナナソニッッッッッッッック電工SUNX社社社社社社社製デジタルセセセセセセセンサのののののののののしきいいいいい値、入入入入入入入入光量/圧圧圧圧圧圧圧圧力値、、、、、、、、
出出出出出出出出力力力力力力力力力力力力状状状状状状状状状状態態態態態態態態のののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確認認認認ややややややややややややししししききききききいいいいいいいいいいい値値値値値値値値値値値値とととととと入入入入入入入入光光光光光光光光量量量量量量//圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧力力力力力力値値値値値値値値値値値値ののののののののののののののトトトトレレレレレレンンンンンンドドドドドググググググララララララフフフフフフフフフフフフフフ表表表表表表表表表示示示示示示示示示示、
各デデデデデデデデデデデジタルセセセセセセセンサのののののののマニュュュュュアル表表表表表表表表示が行行行行行行行えますすすすすすす。またたたたた、GOTGOT画面上上上上上にて

各デデデデデデデデデデデジタルセセセセセセセンサのののののののしきいいいいい値、出出出出出出出力動作作作作作作作作、タイマママママママ、応答答答答答答答答答答答答答答答答答答時間なななななななななななどの
各種種種種種種種種種設定ややややややややパナソソソソソソソニック電電電電電電電電電電電電工SUNXSUNX社製製製製製製製製製CC-LinkCC-Link対応応応応応応応通信ユユユニットトトトトト
（SC-GU2-C/SC-GU3-01SC-GU2-C/SC-GU3-01SC-GU2-C/SC-GU3-01SC-GU2-C/SC-GU3-01SC-GU2-C/SC-GU3-01）のEXTEXT．キーースイッッッッッッッッチの動動動動動動動動動作モーード設定が

可可可可可可能能能能能能能能能能能能能能能でででででですすす。

パナソニック電工SUNX社製デジタルセンサのしきい値、入光量/圧力値、
出力状態の確認やしきい値と入光量/圧力値のトレンドグラフ表示、
各デジタルセンサのマニュアル表示が行えます。また、GOT画面上にて

各デジタルセンサのしきい値、出力動作、タイマ、応答時間などの
各種設定やパナソニック電工SUNX社製CC-Link対応通信ユニット
（SC-GU2-C/SC-GU3-01）のEXT．キースイッチの動作モード設定が

可能です。

GOT

デジタルセンサのデジタルセンサの
設定作業が容易に！！設定作業が容易に！！

パナソニック電工パナソニック電工SUNXSUNX社製デジタルセンサの各種設定情報が視覚的に社製デジタルセンサの各種設定情報が視覚的に

確認でき、設定変更が容易に行えます。確認でき、設定変更が容易に行えます。

設定情報設定情報

読み込み読み込み

書き込み書き込み

各センサ種類ごとの各センサ種類ごとの
設定変更画面設定変更画面

デジタルセンサデジタルセンサ
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１．適用システム構成１．適用システム構成
本サンプルでは、下記に示すシステム構成を想定しています。

※接続方法につきましては、GOT1000シリーズ接続マニュアル、及び、使用するCC-Linkユニット
のマスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル（詳細）、使用する各機材のマニュアル等をご
参照下さい。

また、シーケンサの設定、シーケンスプログラムについては、SDM-0010-A. pdf（シーケンサ

説明補足資料）をご参照下さい。

①シーケンサ、GOT、デジタルセンサ接続構成

②デジタルセンサ単体構成

Q06H QJ61BT11N

直流電源
24V DC

RSRS--232232ケーブルケーブル

CCCC--LinkLink用通信ケーブル用通信ケーブル

GT15/GT16

ＧＯＴ１０００

局番：１
通信速度：１０Ｍ

１局占有
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（注）SC-GU3-01の場合、リンクケーブルは不要です。
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５．５．注意事項注意事項

●本説明書は、GT Designer2 Version2.102G版の内容について記載しており、

別のバージョンを使用した場合と、設定内容や画面イメージが異なる場合があり
ます。

●本説明書では、細かい設定・注意事項等は記載しておりません。

 

各種オブジェクトの詳しい説明については、GT Designer2 Version2 画面

 

設計マニュアルの3章「共通設定」、4章「オブジェクト設定の前に」、6章｢ランプ、

 

スイッチ｣、7章「数値、文字表示」、11章「条件→動作（ロギング機能）」、
15章「その他（ドキュメント表示機能）」、16章「スクリプト機能」などをご参照下さい。

●シーケンサとデジタルセンサ間でのデータ読み書き時に、タイムラグが生じるた
め、GOTの画面切換時に一瞬不正な値が表示され、その後正常な値が表示され
ます。本サンプルでは、スクリプト機能等により対応策をとっておりますが、使用
状況に応じ設定変更を行って下さい。

詳細は、第４章「カスタマイズ時の変更点－『設定読み込み／書き込み、戻る』
ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

●本説明書は、●本説明書は、GTGT Designer2 Version2.Designer2 Version2.102G102G版の内容について記載しており、版の内容について記載しており、

別のバージョンを使用した場合と、設定内容や画面イメージが異なる場合があり別のバージョンを使用した場合と、設定内容や画面イメージが異なる場合があり
ます。ます。

●本説明書では、細かい設定・注意事項等は記載しておりません。●本説明書では、細かい設定・注意事項等は記載しておりません。

 

各種オブジェクトの詳しい説明については、各種オブジェクトの詳しい説明については、GT GT Designer2 Version2 Designer2 Version2 画面画面

 

設計マニュアルの設計マニュアルの33章「共通設定」、章「共通設定」、44章「オブジェクト設定の前に」、章「オブジェクト設定の前に」、66章章｢｢ランプ、ランプ、
スイッチスイッチ｣｣、、77章「数値、文字表示」、章「数値、文字表示」、1111章「条件→動作（ロギング機能）」、章「条件→動作（ロギング機能）」、
1515章「その他（ドキュメント表示機能）」、章「その他（ドキュメント表示機能）」、1616章「スクリプト機能」など章「スクリプト機能」などをご参照下さい。をご参照下さい。

●シーケンサとデジタルセンサ間でのデータ読み書き時に、タイムラグが●シーケンサとデジタルセンサ間でのデータ読み書き時に、タイムラグが生じるた生じるた
め、め、GOTGOTの画面切換時に一瞬不正な値が表示され、その後正常な値が表示されの画面切換時に一瞬不正な値が表示され、その後正常な値が表示され
ます。本サンプルでは、スクリプト機能等により対応策をとっておりますが、使用ます。本サンプルでは、スクリプト機能等により対応策をとっておりますが、使用
状況に応じ設定変更を行って下さい。状況に応じ設定変更を行って下さい。

詳細は、第４章「カスタマイズ時の変更点－詳細は、第４章「カスタマイズ時の変更点－『『設定読み込み／書き込み、戻る設定読み込み／書き込み、戻る』』
ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

O S 項 目

容 量(kbyte)

備 考GT16
GT15

RAM ROM

通信ドライバ - 150～230 0
GT16の場合は、接続対象

 

等により容量が異なります。

オプション

機能

ドキュメント表示 3072 150 2048
GT15の場合は、別途オプ

 

ション機能ボードが必要と

 

なります。

ロギング 710 380 740

４．４．インストールが必要なインストールが必要なOSOS

３．３．GTGT

 

Designer2Designer2のバージョンのバージョン
本サンプルは、Version 2.102Gで動作確認しています。

ドキュメント表示機能、ロギング機能のデータ格納用として別途CFカードが
必要となります。
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以下に画面説明、及び、操作方法を記載します。

１．デジタルセンサモニタ画面１．デジタルセンサモニタ画面
デジタルセンサのしきい値、入光量/圧力値、出力状態の確認ができます。また、各スイッチ

をタッチすることにより、デジタルセンサの設定画面やスイッチ機能切換え画面、トレンドグラ
フ画面を表示します。

各チャンネルのセンサ種類の設定は、下記に示すとおりに初期設定しています。

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

各チャンネルの入光量/
圧力値が表示されます。

初期状態での各チャンネル設定は以下の
通りとなっています。

１～２ch ：ファイバセンサ（FX‐301）
３～４ch ：ファイバセンサ（FX‐501）
５ch ：ファイバセンサ（FX‐502）
６ch ：圧力センサ（DPS‐401）
７ch ：レーザセンサ（LS‐403）
８～１６ch ：未設定

チャンネル番号が表示され
ます。タッチすることにより、
各デジタルセンサの設定変
更・確認画面に移動します。

タッチすることにより、
各デジタルセンサの
トレンドグラフ画面が
表示されます。

スイッチ機能切換画面に
移動します。

各チャンネルのしきい値
が表示されます。
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２．圧力センサ２．圧力センサ(DPS(DPS--401)401)画面画面
圧力センサ（DPS‐401）の各種設定を確認、及び、変更できます。
各設定項目の詳細は、次ページに記載してあります。

②①

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

各種設定を変更できます。
詳細は、次ページを参照してください。

圧力センサの現在の設定
情報を読み込みます。※１

画面上の設定を圧力センサに
書き込みます。※１

デジタルセンサモニタ画面
に移動します。※１

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

⇒

対象チャンネルが
表示されます。

※１．操作ボタンは、上図の『⇒』部分（黄色）に、『＊』マーク（緑色）が表示されている場合に
のみ有効です。

詳細については、本説明書「４．カスタマイズ時の変更点‐
『設定読み込み／書き込み、戻る』ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

センサのマニュアル表示
画面を表示します。
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各設定項目の詳細を以下に記載します。

①．出力１しきい値設定

接続

 

ヘッド

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

負圧
10進 -1013 51

16進 H'FC0B H'0033

正圧
10進 -51 1020

16進 H'FFCD H'03FC

連制圧
10進 -1013 1051

16進 H'FC0B H'041B

データ 説明

送信

 

データ

H’0 出力１：通常出力

H’1 出力１：ウィンドコンパレータ

H’4 出力１：ヒステリシス

H’5 出力１：強制ON

H’6 出力１：強制OFF

データ データ

送信

 

データ

H’0 １５０μｓ

H’1 ５００μｓ

H’2 １ｍｓ

H’3 ５ｍｓ

H’4 １０ｍｓ

H’5 ５０ｍｓ

H’6 １００ｍｓ

H’7 ５００ｍｓ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｅｃｏ

 

ＯＦＦ

H’1 Ｅｃｏ

 

ＯＮ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 負圧ヘッド

H’1 正圧ヘッド

H’2 連成圧ヘッド

データ 説明

送信

 

データ

H’0 出力１：Ｎ．Ｏ．

H’1 出力１：Ｎ．Ｃ．

データ 説明

送信

 

データ

H’0 キーロックＯＦＦ

H’1 キーロックＯＮ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－０１

H’1 Ｈ－０２

H’2 Ｈ－０３

②．出力２しきい値設定

③．検出動作設定

④．出力１N.O.／N.C.設定

⑤．接続ヘッド情報

⑥．応答時間設定

⑦．ヒステリシス（応差）設定

⑧．KeyLock設定

⑨．表示消灯

接続

ヘッド

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

負圧
10進 -1013 51

16進 H'FC0B H'0033

正圧
10進 -51 1020

16進 H'FFCD H'03FC

連制圧
10進 -1013 1051

16進 H'FC0B H'041B
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３．レーザセンサ３．レーザセンサ(LS(LS--403)403)画面画面

②①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑩
－

各種設定を変更できます。
詳細は、次ページを参照してください。

レーザセンサの現在の設定
情報を読み込みます。※１

画面上の設定をレーザ
センサに書き込みます。※１

－デジタルセンサモニタ画面
に移動します。※１

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

⑨

レーザセンサ（LS‐403）の各種設定を確認、及び、変更できます。
各設定項目の詳細は、次ページに記載してあります。

⇒

対象チャンネルが
表示されます。

※１．操作ボタンは、上図の『⇒』部分（黄色）に、『＊』マーク（緑色）が表示されている場合に
のみ有効です。

詳細については、本説明書「４．カスタマイズ時の変更点‐
『設定読み込み／書き込み、戻る』ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

センサのマニュアル表示
画面を表示します。
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各設定項目の詳細を以下に記載します。

①．出力１しきい値設定

応答時

 

間設定

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

H－SP
10進 25 4000

16進 H'0019 H'0FA0

FASt
10進 25 4000

16進 H'0019 H'0FA0

Std
10進 36 9999

16進 H'0024 H'270F

Ｕ-Ｌｇ
10進 34 9999

16進 H'0022 H'270F

データ 説明

送信

 

データ

H’0 ｎｏｎ（無）

H’1 ｏＦｄ（オフディレイ）

H’2 ｏｎｄ（オンディレイ）

H’4 ｏＳｄ（ワンショットディレイ）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 || レベル１（最低感度）

H’1 |||| レベル２（低感度）

H’2 |||||| レベル３（標準感度）

H’3 |||||||| レベル４（高感度）

データ 説明

送信

 

データ

H’1 ＯＮ

 

（レーザ放射）

H’0 ＯＦＦ

 

（レーザ放射停止）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－ＳＰ（超高速）

H’1 ＦＡＳｔ（高速）

H’3 Ｓｔｄ（標準）

H’6 Ｕ－Ｌｇ（超長距離）

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

10進 0 9999

16進 H'0000 H'270F

データ 説明

送信

 

データ

H’0 キーロックＯＦＦ

H’1 キーロックＯＮ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－０１（小さい）

H’1 Ｈ－０２（標準）

H’2 Ｈ－０３（大きい）

②．出力１入光動作モード設定

③．出力１タイマ動作設定

④．出力１タイマ時間設定

⑤．応答時間設定

⑥．受光感度設定

⑦．ヒステリシス

⑧．KeyLock

⑨．レーザ放射防止

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｌ－ｏｎ（入光時ON）

H’1 ｄ－ｏｎ（遮光時ON）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｅｃｏ

 

ＯＦＦ

H’1 Ｅｃｏ

 

ＯＮ

⑩．表示消灯
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４．ファイバセンサ４．ファイバセンサ(FX(FX--301)301)設定画面設定画面
ファイバセンサ（FX‐301）の各種設定を確認、及び、変更できます。
各設定項目の詳細は、次ページに記載してあります。

②①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

各種設定を変更できます。
詳細は、次ページを参照してください。

ファイバセンサの現在の設定
情報を読み込みます。※１

画面上の設定をファイバ
センサに書き込みます。※１

デジタルセンサモニタ画面
に移動します。※１

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

※１．操作ボタンは、上図の『⇒』部分（黄色）に、『＊』マーク（緑色）が表示されている場合に
のみ有効です。

詳細については、本説明書「４．カスタマイズ時の変更点‐
『設定読み込み／書き込み、戻る』ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

⇒

対象チャンネルが
表示されます。

センサのマニュアル表示
画面を表示します。
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各設定項目の詳細を以下に記載します。

①．出力１しきい値設定

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

10進 0 4000

16進 H’0000 H’0FA0

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－ＳＰ（超高速）

H’1 ＦＡＳｔ（高速）

H’2 Ｓ－ｄ（減光）

H’3 Ｓｔｄ（標準）

H’5 Ｌｏｎｇ（長距離）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 E_oF 投光停止：ＯＦＦ

H’2 || １２％

H’3 |||| ２５％

H’4 |||||| ５０％

H’5 |||||||| １００％

データ 説明

送信

 

データ

H’0 L-on（入光時）

H’1 d-on（遮光時）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 non（無）

H’1 oFd（オフディレイ）

H’2 ｏｎｄ（オンディレイ）

H’4 oSd（ワンショットディレイ）

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

10進 0 4000

16進 H’0000 H’0FA0 データ 説明

送信

 

データ

H’0 キーロックＯＦＦ

H’1 キーロックＯＮ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－０１

H’1 Ｈ－０２

H’2 Ｈ－０３

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｅｃｏ

 

ＯＦＦ

H’1 Ｅｃｏ

 

ＯＮ

②．出力１入光動作設定

③．出力１タイマ動作設定

④．出力１タイマ時間

⑤．応答時間

⑥．投光量レベル

⑦．ヒステリシス

⑧．KeyLock

⑨．表示消灯
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５．ファイバセンサ５．ファイバセンサ(FX(FX--501/502)501/502)設定画面設定画面
ファイバセンサ（FX‐501/502）の各種設定を確認、及び、変更できます。
各設定項目の詳細は、次ページに記載してあります。

②①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑩

各種設定を変更できます。
詳細は、次ページを参照してください。

ファイバセンサの現在の設定
情報を読み込みます。※１

画面上の設定をファイバ
センサに書き込みます。※１

デジタルセンサモニタ画面
に移動します。※１

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

※１．操作ボタンは、上図の『⇒』部分（黄色）に、『＊』マーク（緑色）が表示されている場合に
のみ有効です。

詳細については、本説明書「４．カスタマイズ時の変更点‐
『設定読み込み／書き込み、戻る』ボタンの有効設定時間を変更する場合」をご参照下さい。

⇒

対象チャンネルが
表示されます。

⑨

センサのマニュアル表示
画面を表示します。
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各設定項目の詳細を以下に記載します。

①．出力１しきい値設定

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

10進 0 9999

16進 H’0000 H’270F

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－ＳＰ（超高速）

H’1 ＦＡＳｔ（高速）

H’3 Ｓｔｄ（標準）

H’5 Ｌｏｎｇ（長距離）

H’6 U-Ｌｇ（超長距離）

H’7 Hypr

データ 説明

送信

 

データ

H’0 25％～100％で可変

H’1 25％～100％で可変

H’2 25％～100％で可変

データ 説明

送信

 

データ

H’0 L-on（入光時）

H’1 d-on（遮光時）

データ 説明

送信

 

データ

H’0 non（無）

H’1 oFd（オフディレイ）

H’2 ond（オンディレイ）

H’3 onoF（オンオフディレイ）

H’4 oSd（ワンショットディレイ）

H’5
onoSd（オンディレイ

ワンショット）

データ

最小値 最大値

送信

 

データ

10進 0 9999

16進 H’0000 H’270F

データ 説明

送信

 

データ

H’0 ティーチロックＯＦＦ

H’1 ティーチロックＯＮ

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｈ－０１

H’1 Ｈ－０２

H’2 Ｈ－０３

データ 説明

送信

 

データ

H’0 Ｅｃｏ

 

ＯＦＦ

H’1 Ｅｃｏ

 

ＯＮ

②．出力１入光動作設定

③．出力１タイマ動作設定

④．出力１タイマ時間

⑤．応答時間

⑥．投光量レベル

⑦．ヒステリシス

⑨．ティーチロック

⑩．表示消灯

データ 説明

送信

 

データ

H’0 キーロックＯＦＦ

H’1 キーロックＯＮ

⑧．KeyLock
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６．各センサのマニュアル表示画面６．各センサのマニュアル表示画面
各センサ用のマニュアル（取扱説明書）を表示します。

マニュアルをスクロール
表示します。

マニュアルのページ数を
切り換えます。

※１．マニュアルデータは、CFカードに下記構成で格納し、GOTに装着してください。
A:¥DOCIMG¥010・・・・FX-301のマニュアルデータ

¥014・・・・FX-501のマニュアルデータ
¥015・・・・FX-502のマニュアルデータ
¥020・・・・DPS-400シリーズのマニュアルデータ
¥020・・・・LS-403のマニュアルデータ

マニュアルを拡大・縮小
表示します。

マニュアルの表示範囲
です。※１

マニュアル表示画面を
消去します。
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７．各センサのトレンドグラフ画面７．各センサのトレンドグラフ画面
各センサのしきい値と入光量/圧力値をトレンドグラフで表示します。

カーソル表示/非表示、カーソルスクロール、ページスクロール、

グラフスクロール、最新データ表示、横軸スケールの
拡大表示（=ズームイン）/縮小表示（=ズームアウト）、

指定した時刻へのカーソルジャンプ表示ができます。

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

トレンドグラフ画面を
消去します。

しきい値と入光量/圧力値を

トレンドグラフで表示します。

カーソル位置の時刻と
しきい値、入光量/圧力値を

表示します。

現在の時刻としきい値、
入光量/圧力値を表示します。
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８．スイッチ機能切換画面８．スイッチ機能切換画面
SC-GU2-CのEXT．キースイッチの動作モードを設定できます。

「日本語」または「英語」
表記に切り換わります。

SC-GU2-CのEXI．キースイッチの

動作モードを設定できます。

デジタルセンサモニタ画面に
移動します。
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本サンプル画面において、下記に示すカスタマイズを行う場合の手順を記載します。

◎センサ種類を変更する場合
◎デジタルセンサを新たに設定する場合
◎『設定読み込み／書き込み、戻る』ボタンの有効設定時間を変更する場合
◎数値入力の入力範囲を変更する場合
◎ヒストリカルトレンドの上限値、下限値を変更する場合

①プロジェクトデータをGT Designer2より開きます。

②プロジェクトワークスペースより、「プロジェクト→ベース画面→1 デジタルセンサモニタ画面」を

右クリックし、「開く」をクリックします。（ダブルクリックしても構いません。）

③ベース画面「1 デジタルセンサモニタ画面」上の、「1ch～16ch」のマルチアクションスイッチの

うち、センサ種類の変更を行いたいスイッチをダブルクリックします。

④（基本）タブの「ベース切り換え・・・」の行を選択し、『編集』ボタンをクリックします。

【【センサ種類を変更する場合センサ種類を変更する場合】】

デジタルセンサ構成にあわせ、ベース画面「1 デジタルセンサモニタ画面」の「1ch～16ch」のマ

 

ルチアクションスイッチの変更を行う必要があります。

「ベース切り換え・・・」
の行を選択します。

『編集』ボタンを
クリックします。

変更したいチャンネルの
マルチアクションスイッチを
ダブルクリックします。

※処理が設定されている数、および、

 

「ベース切り換え・・・」行の位置は、

 

チャンネルにより異なります。
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⑤設定したいセンサ種類により、切り換え先の固定値を以下の通りに変更後、『OK』ボタンを
クリックします。

・圧力センサ

 

：「2：設定変更･確認‐圧力:DPS-401」
・レーザセンサ

 

：「3：設定変更･確認‐レーザ:LS-403」
・ファイバセンサ

 

：「4：設定変更･確認‐ファイバ:FX-301」
・ファイバセンサ

 

：「5：設定変更･確認‐ファイバ:FX-501」
・ファイバセンサ

 

：「6：設定変更･確認‐ファイバ:FX-502」

センサ種類により、
切り換え先ベース画面
を選択します。

『OK』ボタンを

クリックします。

【【デジタルセンサを新たに設定する場合デジタルセンサを新たに設定する場合】】

①プロジェクトデータをGT Designer2より開きます。

②プロジェクトワークスペースより、「プロジェクト→ベース画面→1 デジタルセンサモニタ画面」を

右クリックし、「開く」をクリックします。（ダブルクリックしても構いません。）

③ベース画面「1 デジタルセンサモニタ画面」上の、「1ch～16ch」のマルチアクションスイッチの

うち、デジタルセンサの設定を行いたいスイッチをダブルクリックします。

デジタルセンサ構成にあわせ、ベース画面「1 デジタルセンサモニタ画面」の「1ch～16ch」の

マルチアクションスイッチの設定を行う必要があります。

設定したいチャンネルの
マルチアクションスイッチ
をダブルクリックします。
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④（基本）タブの『ワード』ボタンをクリックし、以下のように設定後、『OK』ボタンをクリックします。

デバイス ：「GD200」（固定）
設定値 ：「固定」にチェック

「（対象チャンネル番号）」

「GD200」を入力します。

『ワード』ボタンを
クリックします。

「固定値」にチェックをし、対象
チャンネル番号を入力します。

⑤（基本）タブの『ビット』ボタンをクリックし、以下のように設定後、『OK』ボタンをクリックします。

デバイス ：「M2」（固定） 動作設定 ：「ビットRST」を選択

「M2」を入力します。

「ビットRST」を選択します。
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⑥（基本）タブの『ビット』ボタンをクリックし、以下のように設定後、『OK』ボタンをクリックします。

デバイス

 

：「M110」（固定）

 

動作設定

 

：「ビットSET」を選択

「M110」を入力します。

「ビットSET」を選択します。

⑦各チャンネル毎に必要なビットSET処理を設定します。
ビットSET処理が必要なデバイスの考え方を以下に記載します。

⑦‐１．（基本）タブの『ビット』ボタンをクリックし、以下のように設定後、『OK』ボタンをクリック

します。

デバイス

 

：「Y1008～Y100F」（ONするビットデバイス）
動作設定

 

：「ビットSET」を選択

ONするデバイス

を入力します。

「ビットSET」を選択します。

⑦‐２．必要な分、ビットSET処理の設定（⑦‐１）を繰り返します。
※設定が必要なビットSET処理数は、チャンネルNo.により異なります。

【【ビットビットSETSET処理が必要なデバイスの考え方処理が必要なデバイスの考え方】】
チャンネルNo.をビットデバイス「Y1008～Y100F」のON／OFFを用いて表現します。

チャンネル１が、「００００００００（Y100F･･･Y1008）」と表現されます。
（チャンネル番号－１）の値を２進数化し、「20→27」の桁の（0 or 1）の値を、それぞれビッ

トデバイス「Y1008→Y100F」の（OFF or ON）に当てはめます。

例）例）

 

[[ﾁｬﾝﾈﾙﾁｬﾝﾈﾙNo]No] [[（ﾁｬﾝﾈﾙ（ﾁｬﾝﾈﾙNo.No.）－１）－１]] [[２進数化２進数化]] [SET[SETするビットするビット]]
(Y100F(Y100F ・・・・・・

 

Y1008Y1008））

ch.Noch.No=1=1の場合：の場合：

 

00 →→

 

0000000000000000 ⇒⇒

 

なしなし
ck.Nock.No=6=6の場合：の場合：

 

55 →→

 

0000010100000101 ⇒⇒

 

「「Y100AY100A、、Y1008Y1008」」
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⑧（基本）タブの『ビット』ボタンをクリックし、以下のように設定後、『OK』ボタンをクリックします。

デバイス ：「GB30000」（固定） 動作設定 ：「ビットSET」を選択

「GB30000」を入力します。

「ビットSET」を選択します。

⑨（基本）タブの『ベース切換』ボタンをクリックし、設定したいセンサ種類により、切り換え先
の固定値を以下の通りに選択後、『OK』ボタンをクリックします。

・圧力センサ ：「2：設定変更･確認‐圧力:DPS-401」
・レーザセンサ ：「3：設定変更･確認‐レーザ:LS-403」
・ファイバセンサ ：「4：設定変更･確認‐ファイバ:FX-301」
・ファイバセンサ ：「5：設定変更･確認‐ファイバ:FX-501」
・ファイバセンサ ：「6：設定変更･確認‐ファイバ:FX-502」

センサ種類により、
切り換え先ベース画面
を選択します。

『ベース切換』ボタンを
クリックします。
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⑩ベース画面「1 デジタルセンサモニタ画面」上の、「1G～16G」のマルチアクションスイッチの
うち、デジタルセンサの設定を行いたいスイッチをダブルクリックします。

⑪（基本）タブの『ウィンドウ切換』ボタンをクリックし、切り換え先の固定値をチャンネルNo.
により以下の通りに選択後、『OK』ボタンをクリックします。

・チャンネルNo.1用トレンドグラフ

 

：「101：1chトレンドグラフ」
・チャンネルNo.2用トレンドグラフ

 

：「102：2chトレンドグラフ」
： ：
： ：

・チャンネルNo.15用トレンドグラフ

 

：「115：15chトレンドグラフ」
・チャンネルNo.16用トレンドグラフ

 

：「116：16chトレンドグラフ」

設定したいチャンネルの
マルチアクションスイッチ
をダブルクリックします。

チャンネルNo.により、

切り換え先ウィンドウ画面
を選択します。

『OK』ボタンを

クリックします。

⑫プロジェクトワークスペースより、「プロジェクト→ウィンドウ画面→（⑪で設定した画面）を
右クリックし、「開く」をクリックします。（ダブルクリックしても構いません。）
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⑬ウィンドウ画面上の、ヒストリカルトレンドグラフをダブルクリックします。

ヒストリカルトレンドグラフ
をダブルクリックします。

センサ種類により、
上限値、下限値を
設定します。

⑭（基本）タブの表示形式の上限値（固定値）、下限値（固定値）を、設定したいセンサ種類
により、以下の値に設定します。

デジタルセンサ 上限値（固定値） 下限値（固定値）

圧力センサ：DPＳ-401 1060 -1060

レーザセンサ：LS-403 10000 0

ファイバセンサ：FS-301 4000 0

ファイバセンサ：FS-501 10000 0

ファイバセンサ：FS-502 10000 0
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センサ種類により、
上限値、下限値を
設定します。

⑮（目盛り）タブの目盛り数値表示の上限値、下限値を、設定したいセンサ種類により、
以下の値に設定後、『OK』ボタンをクリックします。

デジタルセンサ 上限値 下限値

圧力センサ：DPＳ-401 1060 -1060

レーザセンサ：LS-403 10000 0

ファイバセンサ：FS-301 4000 0

ファイバセンサ：FS-501 10000 0

ファイバセンサ：FS-502 10000 0
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【『【『設定読み込み／書き込み、戻る設定読み込み／書き込み、戻る』』ボタンの有効設定時間を変更する場合ボタンの有効設定時間を変更する場合】】

【【注意事項注意事項】】
シーケンサとデジタルセンサ間でのデータ読み書き時に、タイムラグが生じるため、シーケンサとデジタルセンサ間でのデータ読み書き時に、タイムラグが生じるため、GOTGOTのの

画面切換時に一瞬不正な値が表示され、その後正常な値が表示されます。そのため、画面切換時に一瞬不正な値が表示され、その後正常な値が表示されます。そのため、『『設定設定
読み込み読み込み』』、、『『設定書き込み設定書き込み』』、、『『戻る戻る』』ボタンには、画面切り換え後などに一定時間は操作無ボタンには、画面切り換え後などに一定時間は操作無
効とする設定を行っております。効とする設定を行っております。

デジタルセンサの設定台数など使用状況により、タイムラグの大小は異なります。使用状況デジタルセンサの設定台数など使用状況により、タイムラグの大小は異なります。使用状況
により有効設定時間を変更する必要がある場合は、以下の手順で設定変更を行って下さい。により有効設定時間を変更する必要がある場合は、以下の手順で設定変更を行って下さい。

（初期設定は、「３秒」となっています。）（初期設定は、「３秒」となっています。）

①プロジェクトデータをGT Designer2より開きます。

②プロジェクトワークスペースより、「共通設定→スクリプト」をダブルクリックします。

③（プロジェクト）タブの「スクリプトNo.=No.1」の行を選択後、『編集』ボタンをクリックします。

④「トリガ種別」の設定時間を、操作無効としたい時間に変更後、『OK』ボタンをクリックします。

「スクリプトNo.=No.1」の

行を選択します。

『編集』ボタンを
クリックします。

「トリガ種別」の設定
時間を変更します。
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【【数値入力の入力範囲を変更する場合数値入力の入力範囲を変更する場合】】

①プロジェクトデータをGT Designer2より開きます。

③入力範囲を変更する数値入力をダブルクリックします。

④（範囲設定）タブの「範囲」の条件式を変更後、『OK』ボタンをクリックします。

各数値入力には、入力できる範囲設定を行っております。その入力範囲を変更したい場合、数値

 

入力の設定を変更する必要があります。

入力範囲を変更したい
数値入力をダブルクリック
します。

設定したい条件式
を入力します。

②プロジェクトワークスペースより、「プロジェクト→ベース画面→（変更対象画面）」を右クリックし、
「開く」をクリックします。（ダブルクリックしても構いません。）
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【【ヒストリカルトレンドグラフの上限値、下限値を変更する場合ヒストリカルトレンドグラフの上限値、下限値を変更する場合】】

①プロジェクトデータをGT Designer2より開きます。

ヒストリカルトレンドグラフの上限値、下限値を変更したい場合、ヒストリカルトレンドグラフの設定

 

を変更する必要があります。

②プロジェクトワークスペースより、「プロジェクト→ウィンドウ画面→（変更対象画面）」を
右クリックし、「開く」をクリックします。（ダブルクリックしても構いません。）

ヒストリカルトレンドグラフ
をダブルクリックします。

④（基本）タブの表示形式の上限値（固定値）、下限値（固定値）を変更します。

③ウィンドウ画面上の、ヒストリカルトレンドグラフをダブルクリックします。

上限値、下限値を
設定します。
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上限値、下限値を
設定します。

⑮（目盛り）タブの目盛り数値表示の上限値、下限値を変更後、『OK』ボタンをクリックします。

【【注意事項注意事項】】
（目盛り）タブの目盛り数値表示の上限値、下限値（目盛り）タブの目盛り数値表示の上限値、下限値には、（には、（基本）タブの表示形式の基本）タブの表示形式の

上限値（固定値）、下限値（固定値）上限値（固定値）、下限値（固定値）に設定した値と同じ値を設定してください。に設定した値と同じ値を設定してください。
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本サンプルで使用している内部デバイス一覧は、下記の通りとなります。
必要に応じて、ご変更ください。

使用しているデバイス 用 途

ビットデバイス GB101 オフディレイ、ウィンドウコンパレータ

GB102 オンディレイ、ヒステリシス

GB1000 グラフ日付データ表示用のトリガ

GB30000 スクリプト（ボタン有効／無効設定）起動のトリガ

GB30001 「設定書き込み」等のボタン動作条件設定用

GB30002 スクリプト（ボタン有効／無効設定）起動のトリガ

ワードデバイス GD100 ベース画面切り換え用

GD101 ウィンドウ画面切り換え用

（オーバーラップウィンドウ1）

GD200 操作中チャンネルNo.格納用

GD201 ページ番号指定用

GD1000～ カーソル位置時刻格納用（4点）

GD1004～ グラフ表示開始位置時刻格納用（4点）

GD1008～ グラフ表示終了位置時刻格納用（4点）

GD1012～ カーソル表示位置時刻指定用（4点）
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